< . " i K@ TH fb
BHENR 4 B 2 B4 60 BfE B b
HMBATIU— ey {0055 BMEFroNYT 34111124

1. BRORLL - BIE
FAT IFRBERE O W8] CHEAEEME - Hinz b oo, ACOMRRMOMAZOIL, FEOHED
¥, MXDEEDS, BROLFIZOWTHMTELLIITRDLDZIEEHAMNLET D,

2. FEBIE

1. BFZERERINC & 2 BATHFIE 0 00T &+ 02TV, R ik c& 5, (D-5)

2. MREMIZH S TR FIEEZRIR L, BRI OFAT AT RE/RFEF B 2 /B C& 5, (D-5)
3. WTFTREEH, BEELESICEM TN TED, (D-1)

4. NREUTMEHENCAIY, FEEED L Z LR TE S, (D-5)

5. T—HXWER L OSHTIE, FlEtE - ZUMEZHETIZENTED, (D-5)

6. FERICESERBNRBENTED, D-5)

7. HEABETLCRAY—2ERTLIZENTED, (D-5)

8. DNV RXTWARRY —HKREZTRKTHZEnTx%, D-5)

9. PEOBRZHEML, LELRNEEZHUICELODLIENTED, (D-5)

10. PPERITVERRIRIE A M5F LR L, FRE L@y I Tcx 5, (0-5)

1. SRR A MSF LR L, ey i cx 3, (0-5)

12. SCERSIAIE. fRERAIELE % +312iTy, WY FIETTcE 5, (D-1)

13. BEMEORTOT B AIBNT, WYRMBNEEL T2 08 TE5, (D-1)

14, BEMEOETOTBEAIENT, HMENPOERNZER TR HIrZ 3 TEx5, (D-5)
3. BEDEDHEA

HUEEHE DS L TGS E 2T D,

4. BxEtE (BEE)
AT - R H0145 30 BFfHl 2 FRE BB LA L, FHlIT 2, FEIERIRED DIBET A RO Y,

5. HiERTmD A% - 2%
BRI, 2. HEDOENERAR] (R LIiHMlBLA Z &1, BIRED 2 BET A FOFHEEECAIY, #ERICEHEd
Do W, V=7V v 7 BT HREANE, 1 EEERAN T, Bk, S5,

6. T¥R k- BEXH
FEH BB MR 5,

7. EFEPEICHEGHME. XEENICELLIEEORFNLTEERNRT
WFFEER R DI E 2 T3 IATV,  H O ZERREIC B 2 S0k & HEfR LRE L Tl < 2 &,

8. ZELNEBEER
FEH DIREHE LEEE LY, FHER O BRSO T Z &,

9. REICHTBHT74—F\vIDFEE
HAEEEHEOL & TEBHEEZ 2T D,



10. FREE - PAREOHH ELUZRBRFE LOBE
VERHETHY, BHRTERWEEHEERTLERD,

1. RERBOHSIBRFICKLHEXRRE
EERRER R J5 K OMT BB I 1) AT - CROERT - BIPERT & L CORBRBRATEN LT, WERELE1T I,



	１．授業のねらい・概要
	学生は3年次履修科目の「研究理論」で学んだ基礎知識・理論をもとに，自己の研究疑問の解明をめざし，研究の進め方，論文のまとめ方，発表の仕方について理解できるようになることを目的とする。
	２．到達目標
	１．研究疑問による先行研究の分析を十分に行い，研究目的を明確化できる。（D-５）
	２．研究目的にあった研究方法を選択し，具体的かつ実行可能な研究計画を作成できる。（D-５）
	３．遵守すべき法規，指針を充分に理解することができる。（D-１）
	４．立案した研究計画に則り，研究を進めることができる。（D-５）
	５．データ収集および分析は，信頼性・妥当性を確保することができる。（D-５）
	６．結果に基づき客観的な考察ができる。（D-５）
	７．規程を遵守してポスターを作成することができる。（D-５）
	８．わかりやすいポスター発表を工夫することができる。（D-５）
	９．抄録の意図を理解し，必要な内容を適切にまとめることができる。（D-５）
	10．抄録は作成規程を遵守して作成し，指定した通りに提出できる。（D-５）
	11．論文は作成規程を遵守して作成し，指定した通りに提出できる。（D-５）
	12．文献引用は、倫理的配慮を十分に行い，適切な方法でできる。（D-１）
	13．看護研究の全てのプロセスにおいて，適切な倫理的配慮をすることができる。（D-１）
	14．看護研究の全てのプロセスにおいて，謙虚かつ主体的な姿勢で取り組むことができる。（D-５）
	３．授業の進め方
	担当指導教員のもとで個別指導を受ける。
	４．授業計画 （演習）
	前期・後期各30時間を指導教員と相談し，計画する。詳細は別途定める履修ガイドの通り。
	５．成績評価の方法・基準
	成績評価は，「2.学修の到達目標」に示した評価観点ごとに，別途定める履修ガイドの評価基準に則り，総合的に評価する。尚，ルーブリック評価に関する詳細は，第１回講義内で，別途，説明する。
	６．テキスト・参考文献
	指導教員が随時紹介する。
	７．準備学習に必要な時間、又はそれに準じる程度の具体的な学習内容
	研究理論の復習を充分に行い，自己の研究課題に関する文献を準備し精読しておくこと。
	８．受講上の留意事項
	学生自ら指導教員と連絡をとり，計画的かつ主体的に取り組むこと。
	９．課題に対するフィードバックの方法
	担当指導教員のもとで個別指導を受ける。
	10．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連
	必修科目であり，修得できない場合卒業不可となる。
	11．実務経験のある教員等による授業科目
	医療機関および行政機関における看護師・保健師・助産師としての実務経験を活かして，研究指導を行う。

